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中世の遺跡（関市）
〔令和２年９月現在　岐阜県遺跡地図登録分〕

※ 「滅失」となった遺跡も含む

= 関市役所◎

※　遺跡名は、 図録や展示で紹介している遺跡のみ表示しています。

武士の屋敷の様子

茶の湯の道具

あ
が 

　  

せ

上
り
瀬
遺
跡 

（
下
之
保
）

中世の台所事情
　囲炉裏の登場

 
 

道
の
駅
・
平
成
の
北
、
約
一
・
一
㎞
に
あ
り
、

大
門
城
が
あ
っ
た
と
伝
わ
る
城
山
と
津
保
川

に
挟
ま
れ
た
南
北
に
細
長
い
河
岸
段
丘
上
に

立
地
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
二
年(

二
〇
一
〇)

の
第
一
次
調
査

で
は
、
日
常
雑
器
の
山
茶
碗
や
山
皿
を
多
量

に
含
む
廃
棄
土
坑
を
発
見
し
ま
し
た
。
二
次

調
査
で
は
、
断
面
Ｖ
字
形
の
溝
が
見
つ
か
り
、

出
土
遺
物
の
特
徴
か
ら
一
五
世
紀
後
半
か
ら

一
六
世
紀
中
頃
ま
で
機
能
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
て
お
り
、
領
主
な
ど
の
屋
敷
の
区
画

溝
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
津
保
川
上
流
域
の
人
々
の
暮
ら
し
の
営
み

が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ん
の
う

山
王
遺
跡 

（
下
有
知
）

　
郡
上
に
通
じ
る
国
道
一
五
六
号
線
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

向
山
の
南
向
き
斜
面
の
裾
部
に
立
地
し
て
お
り
、
昭
和
五

九
年
（
一
九
八
四
）
、
工
場
用
地
造
成
に
伴
い
、
発
掘
調
査

が
実
施
さ
れ
、
縄
文
時
代
晩
期
と
弥
生
時
代
中
期
の
土
器

が
多
く
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
区
北
端
で
は
、
室
町

時
代
の
礎
石
建
物
一
棟
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
の
規

模
は
、
五
間
（
九
・
四
ｍ
）×

四
間
（
七
・
五
二
ｍ
）
の
東
西
棟

と
推
定
で
き
ま
す
。
建
物
の
山
側
に
は
、
幅
四
〇
㎝
程
の

石
組
み
の
雨
落
ち
溝
が
設
置
さ
れ
、
建
物
の
北
面
か
ら
東

面
に
延
び
て
い
ま
す
。

　
建
物
内
部
の
西
壁
に
は
、
川
原
石
を
用
い
て
正
方
形
に

囲
ん
だ
炉
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
屋
内
で

は
、
排
水
施
設
と
思
わ
れ
る
溝
や
集
石
、
外
側
で
は
偏
平

な
川
原
石
を
敷
き
詰
め
た
施
設
が
あ
る
な
ど
、
当
時
の
建

物
の
構
造
を
知
る
上
で
貴
重
な
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
茶
碗
と
平
碗
や
天
目
茶
碗
な
ど
の
古
瀬
戸
製
品
、
市

　市内の発掘調査により、縄文時代から室町

時代の煮炊きの変遷が明らかになっています。

　縄文時代早期は底が尖った土器を置いて、

煮炊きをしました。縄文時代中期は竪穴建物の

中央辺りに石囲炉をつくり、平底の土器を固定

します。

　弥生時代は、竪穴建物の中央を浅く掘り下

げた地床炉で、石組みの無い簡素なつくりで

す。土器は平底から台付きとなり、熱効率を高

める工夫をしています。

　古墳時代中期にはカマドが登場します。竪

穴建物の壁際に粘土でドーム状の覆いをつく

り、屋外に煙を排出する煙道が付設されます。

また、蓄熱効果の向上により「蒸す」という調

理方法が生まれました。

　室町時代以降、庶民の住まいは、半地下式

の竪穴建物から地表面を床とする掘立柱建物

へと変わり、建物内には囲炉裏と呼ばれる火焚

き場が設けられます。

　山王遺跡の炉跡は室町時代の建物跡の壁

際にあり、囲炉裏の可能性があります。

　山王遺跡では鍋は出土していませんが、近

隣の重竹遺跡では左右一対の通し穴がある内

耳鍋が出土していることから、天井の梁から吊

るした自在鉤（じざいかぎ）に掛けて、炉の上で

使用したと推測できます。

　また、重竹遺跡では、羽釜（はがま）も出土し

ており、カマドも併存していたようです。

　羽釜は土製で、胴部の縁まわりに「つば」と

呼ばれる突起が付いており、それをカマドの上

面にあいた穴に

はめ込んで飯を

炊きました。

山王遺跡で発見された炉跡

礎石建物

出土した茶の湯の道具（風炉） 出土遺物囲炉裏の復元図 羽釜とカマド

羽釜

鍔（つば）

出土遺物 屋敷の区画溝

内
で
は
他
に
出
土
例
の
無
い
風
炉
（
茶
の
湯
の
道
具
）
が
出
土
し

ま
し
た
。
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明治

世
紀

時
代

自在鉤
（じざいかぎ）

  

中
世
は
、
鎌
倉
時
代
・
南
北
朝
時
代
・
室
町
時
代
・
戦
国
時
代
・
安
土
桃
山
時

代
を
指
し
、武
家
政
権
の
樹
立
が
古
代
と
の
画
期
に
な
り
ま
す
。時
代
名
は
当

時
の
政
治
の
中
心
地
の
地
名
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
南
北
朝
時
代
や
戦

国
時
代
は
、
朝
廷
の
分
裂
や
下
克
上
に
よ
る
動
乱
な
ど
当
時
の
国
内
の
政
治

状
況
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
の
成
立
以
降
の
政
治
史
の
流
れ
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
一
一
八
五
年
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
平
氏
が
滅
亡
し
た
後
、
源
頼
朝
は
守
護
・

地
頭
を
任
命
し
、東
国
を
中
心
に
支
配
権
を
握
り
ま
し
た
。

　
一
一
九
二
年
、朝
廷
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
、鎌
倉
を
本
拠
地
と
し

て
幕
府
を
開
き
、本
格
的
な
武
家
政
権
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
頼
朝
の
死
後
、
北
条
時
政
は
執
権
と
し
て
幕
府
の
実
権
を
握
り
、
以
後
、
北

条
氏
一
族
が
そ
の
地
位
を
独
占
し
、執
権
政
治
を
行
い
ま
す
。　

　
一
二
三
二
年
、孫
の
泰
時
は
、武
家
に
よ
る
最
初
の
法
律
と
な
る
「
御
成
敗

式
目
」
を
制
定
し
、幕
府
は
発
展
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
一
二
七
四
年
と
一
二
八
一
年
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
襲
来
に
対
し
、
執
権
の
時

宗
は
、
御
家
人
に
十
分
な
恩
賞
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
北
条
氏
の

独
裁
に
対
す
る
不
満
が
蔓
延
し
、幕
府
の
支
配
は
揺
る
ぎ
始
め
ま
し
た
。

　
一
三
三
三
年
、倒
幕
を
決
意
し
た
後
醍
醐
天
皇
に
呼
応
し
て
、楠
木
正
成
や

足
利
尊
氏
な
ど
が
味
方
し
、
鎌
倉
幕
府
を
倒
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
醍
醐
天

皇
は
天
皇
中
心
の
政
治
（
建
武
の
新
政
）
を
始
め
た
た
め
、
武
士
の
不
満
を

招
き
ま
す
。足
利
尊
氏
は
武
家
政
権
の
復
活
を
呼
び
か
け
挙
兵
し
、京
都
に
新

し
い
天
皇
（
北
朝
）
を
擁
立
し
ま
す
。
後
醍
醐
天
皇
は
吉
野
（
南
朝
）
に
逃

れ
ま
し
た
。こ
の
二
つ
の
朝
廷
が
生
ま
れ
た
時
代
を
南
北
朝
時
代
と
い
い
ま

す
。
一
三
三
八
年
、
尊
氏
は
北
朝
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
京
に
室
町

幕
府
を
開
き
ま
す
。
一
三
九
二
年
、
三
代
義
満
は
南
朝
に
和
平
を
呼
び
か
け
、

南
北
朝
の
合
体
が
実
現
し
ま
す
。ま
た
、日
明
貿
易
を
始
め
る
な
ど
幕
府
は
経

済
的
に
発
展
し
ま
し
た
。一
四
六
七
年
、八
代
義

政
の
時
に
将
軍
の
後
継
ぎ
問
題
を
巡
っ
て
守
護

大
名
の
対
立
が
お
こ
り
、
一
一
年
に
わ
た
る
応

仁
の
乱
が
起
き
ま
す
。応
仁
の
乱
以
後
、各
地
で

下
克
上
が
始
ま
り
、一
〇
〇
年
間
も
の
間
、戦
国

時
代
が
続
き
ま
す
。一
五
七
三
年
、一
五
代
義
昭

が
信
長
に
よ
り
京
か
ら
追
放
さ
れ
、
室
町
幕
府

は
滅
亡
し
ま
す
。

　
信
長
や
秀
吉
が
天
下
統
一
を
進
め
た
時
代

は
、安
土
桃
山
時
代
と
い
い
ま
す
。

　
中
世
の
遺
跡
は
、
平
野
が
広
が
る
関
地
域
を
中
心

に
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
竹
遺
跡
は
市
内
最

大
規
模
の
集
落
跡
で
、
屋
敷
の
周
り
を
囲
む
堀
が
見

つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
土
地
開
発
を
主

導
す
る
領
主
層
な
ど
の
存
在
が
推
測
で
き
ま
す
。（
武

士
の
屋
敷
参
照
）

　
山
茶
碗
や
瀬
戸
・
美
濃
製
品
、常
滑
焼
の
甕
、青
磁
・

白
磁
な
ど
の
出
土
は
、
広
域
に
わ
た
る
商
品
流
通
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
板
取
の
津
井
谷
北
遺
跡
や
武
儀
の
上
り
瀬

遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
小
河
川
の
上
流
域
ま
で
民

衆
の
活
動
が
及
ん
だ
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
室
町
時
代
に
は
茶
を
飲
む
習
慣
が
地
方
に
も
伝
わ
り
、
市

内
で
は
天
目
茶
碗
な
ど
の
茶
器
や
風
炉
と
呼
ば
れ
る
湯
沸
し

器
（
下
図
参
照
）
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、春
日
神
社
の
隣
接
地
で
発
見
さ

れ
た
古
町
遺
跡
は
、室
町
時
代
の
鍛
冶
作

業
に
関
わ
る
遺
構
・
遺
物
が
多
く
発
見
さ

れ
た
遺
跡
で
、関
鍛
冶
の
成
立
し
た
時
期

（
一
五
世
紀
初
め
）
と
重
な
る
こ
と
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
市
の
中
世

中
世
（
鎌
倉
〜
安
土
桃
山
時
代
）
武
士
の
台
頭
と
今
に
伝
わ
る
室
町
文
化
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の竪穴建物から地表面を床とする掘立柱建物

へと変わり、建物内には囲炉裏と呼ばれる火焚

き場が設けられます。

　山王遺跡の炉跡は室町時代の建物跡の壁

際にあり、囲炉裏の可能性があります。

　山王遺跡では鍋は出土していませんが、近

隣の重竹遺跡では左右一対の通し穴がある内

耳鍋が出土していることから、天井の梁から吊

るした自在鉤（じざいかぎ）に掛けて、炉の上で

使用したと推測できます。

　また、重竹遺跡では、羽釜（はがま）も出土し

ており、カマドも併存していたようです。

　羽釜は土製で、胴部の縁まわりに「つば」と

呼ばれる突起が付いており、それをカマドの上

面にあいた穴に

はめ込んで飯を

炊きました。

山王遺跡で発見された炉跡

礎石建物

出土した茶の湯の道具（風炉） 出土遺物囲炉裏の復元図 羽釜とカマド

羽釜

鍔（つば）

出土遺物 屋敷の区画溝

内
で
は
他
に
出
土
例
の
無
い
風
炉
（
茶
の
湯
の
道
具
）
が
出
土
し

ま
し
た
。
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津井谷北遺跡

大屋敷遺跡

塔の山遺跡
上り瀬遺跡

長谷寺町遺跡

山王遺跡

重竹遺跡
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原

始

古

代

中

世

近

世

近

・
現
代令和

平成

昭和

大正

江戸

室町

鎌倉

平安

奈良

古墳

弥生

旧石器

縄文

(飛鳥）

南北朝

安土桃山

明治

世
紀

時
代

自在鉤
（じざいかぎ）

  

中
世
は
、
鎌
倉
時
代
・
南
北
朝
時
代
・
室
町
時
代
・
戦
国
時
代
・
安
土
桃
山
時

代
を
指
し
、武
家
政
権
の
樹
立
が
古
代
と
の
画
期
に
な
り
ま
す
。時
代
名
は
当

時
の
政
治
の
中
心
地
の
地
名
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
南
北
朝
時
代
や
戦

国
時
代
は
、
朝
廷
の
分
裂
や
下
克
上
に
よ
る
動
乱
な
ど
当
時
の
国
内
の
政
治

状
況
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
の
成
立
以
降
の
政
治
史
の
流
れ
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
一
一
八
五
年
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
平
氏
が
滅
亡
し
た
後
、
源
頼
朝
は
守
護
・

地
頭
を
任
命
し
、東
国
を
中
心
に
支
配
権
を
握
り
ま
し
た
。

　
一
一
九
二
年
、朝
廷
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
、鎌
倉
を
本
拠
地
と
し

て
幕
府
を
開
き
、本
格
的
な
武
家
政
権
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
頼
朝
の
死
後
、
北
条
時
政
は
執
権
と
し
て
幕
府
の
実
権
を
握
り
、
以
後
、
北

条
氏
一
族
が
そ
の
地
位
を
独
占
し
、執
権
政
治
を
行
い
ま
す
。　

　
一
二
三
二
年
、孫
の
泰
時
は
、武
家
に
よ
る
最
初
の
法
律
と
な
る
「
御
成
敗

式
目
」
を
制
定
し
、幕
府
は
発
展
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
一
二
七
四
年
と
一
二
八
一
年
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
襲
来
に
対
し
、
執
権
の
時

宗
は
、
御
家
人
に
十
分
な
恩
賞
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
北
条
氏
の

独
裁
に
対
す
る
不
満
が
蔓
延
し
、幕
府
の
支
配
は
揺
る
ぎ
始
め
ま
し
た
。

　
一
三
三
三
年
、倒
幕
を
決
意
し
た
後
醍
醐
天
皇
に
呼
応
し
て
、楠
木
正
成
や

足
利
尊
氏
な
ど
が
味
方
し
、
鎌
倉
幕
府
を
倒
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
醍
醐
天

皇
は
天
皇
中
心
の
政
治
（
建
武
の
新
政
）
を
始
め
た
た
め
、
武
士
の
不
満
を

招
き
ま
す
。足
利
尊
氏
は
武
家
政
権
の
復
活
を
呼
び
か
け
挙
兵
し
、京
都
に
新

し
い
天
皇
（
北
朝
）
を
擁
立
し
ま
す
。
後
醍
醐
天
皇
は
吉
野
（
南
朝
）
に
逃

れ
ま
し
た
。こ
の
二
つ
の
朝
廷
が
生
ま
れ
た
時
代
を
南
北
朝
時
代
と
い
い
ま

す
。
一
三
三
八
年
、
尊
氏
は
北
朝
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
京
に
室
町

幕
府
を
開
き
ま
す
。
一
三
九
二
年
、
三
代
義
満
は
南
朝
に
和
平
を
呼
び
か
け
、

南
北
朝
の
合
体
が
実
現
し
ま
す
。ま
た
、日
明
貿
易
を
始
め
る
な
ど
幕
府
は
経

済
的
に
発
展
し
ま
し
た
。一
四
六
七
年
、八
代
義

政
の
時
に
将
軍
の
後
継
ぎ
問
題
を
巡
っ
て
守
護

大
名
の
対
立
が
お
こ
り
、
一
一
年
に
わ
た
る
応

仁
の
乱
が
起
き
ま
す
。応
仁
の
乱
以
後
、各
地
で

下
克
上
が
始
ま
り
、一
〇
〇
年
間
も
の
間
、戦
国

時
代
が
続
き
ま
す
。一
五
七
三
年
、一
五
代
義
昭

が
信
長
に
よ
り
京
か
ら
追
放
さ
れ
、
室
町
幕
府

は
滅
亡
し
ま
す
。

　
信
長
や
秀
吉
が
天
下
統
一
を
進
め
た
時
代

は
、安
土
桃
山
時
代
と
い
い
ま
す
。

　
中
世
の
遺
跡
は
、
平
野
が
広
が
る
関
地
域
を
中
心

に
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
竹
遺
跡
は
市
内
最

大
規
模
の
集
落
跡
で
、
屋
敷
の
周
り
を
囲
む
堀
が
見

つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
土
地
開
発
を
主

導
す
る
領
主
層
な
ど
の
存
在
が
推
測
で
き
ま
す
。（
武

士
の
屋
敷
参
照
）

　
山
茶
碗
や
瀬
戸
・
美
濃
製
品
、常
滑
焼
の
甕
、青
磁
・

白
磁
な
ど
の
出
土
は
、
広
域
に
わ
た
る
商
品
流
通
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
板
取
の
津
井
谷
北
遺
跡
や
武
儀
の
上
り
瀬

遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
小
河
川
の
上
流
域
ま
で
民

衆
の
活
動
が
及
ん
だ
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
室
町
時
代
に
は
茶
を
飲
む
習
慣
が
地
方
に
も
伝
わ
り
、
市

内
で
は
天
目
茶
碗
な
ど
の
茶
器
や
風
炉
と
呼
ば
れ
る
湯
沸
し

器
（
下
図
参
照
）
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、春
日
神
社
の
隣
接
地
で
発
見
さ

れ
た
古
町
遺
跡
は
、室
町
時
代
の
鍛
冶
作

業
に
関
わ
る
遺
構
・
遺
物
が
多
く
発
見
さ

れ
た
遺
跡
で
、関
鍛
冶
の
成
立
し
た
時
期

（
一
五
世
紀
初
め
）
と
重
な
る
こ
と
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
市
の
中
世

中
世
（
鎌
倉
〜
安
土
桃
山
時
代
）
武
士
の
台
頭
と
今
に
伝
わ
る
室
町
文
化

22



は

　
　せ

　

  

で
ら

　ち
ょ
う

長
谷
寺
町
遺
跡 

（
長
谷
寺
町
）

　
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
、
国
指
定
重
要

文
化
財
の
新
長
谷
寺
の
防
災
設
備
事
業
に

伴
う
工
事
立
会
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
堂
北
側
の
防
火
水
槽
の
撤
去
・
新
設
工

事
に
立
ち
会
っ
た
際
、
遺
物
が
出
土
し
た
た

め
、
一
時
工
事
を
中
断
し
、
寺
側
と
協
議
後
、

記
録
保
存
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
調
査
区
の
東
西
壁
沿
い
で

土
師
器
皿
を
多
量
に
含
む
土
坑
を
発
見
し

ま
し
た
。
平
面
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
二
基
の
土
坑
は
埋
土
や
位
置
関
係
か

ら
同
一
の
遺
構
で
、
東
西
方
向
の
溝
の
可
能

性
が
高
く
、
寺
域
の
北
限
を
示
す
成
果
と
し

て
興
味
深
い
で
す
。

出土遺物 遺構写真

重竹B地点出土の
常滑焼きの大甕

つ 
 

い 

た
に

き
た

津
井
谷
北
遺
跡 

（
板
取
田
口
）

　重竹遺跡Ｂ地点の調査は、昭和55年（1980）度に

土地改良工事に伴い実施され、57年（1982）度には

東海北陸自動車道の建設に伴う発掘調査が行わ

れました。二次に亘る発掘調査により、古墳時代

後期から奈良時代の竪穴建物77棟、掘立柱建物４

棟や中世の屋敷・溝・土坑群が発見されました。

　中世の遺構は調査区全域で無数に見つかり、出

土遺物の量も膨大です。

　調査区北部では、南北に庇（ひさし）が付く掘立

柱建物を中心に建物群が口の字形に配置されてお

り、屋敷地を形成しています。その中の竪穴状遺

構から出土したのが、常滑焼の大甕です。

　数十点に及ぶ破片を接合した結果、口径50cm、

高さ78㎝以上となりました。底部は失われていまし

たが、全形を復元できる土器としては市内で最大

です。

　毎日の生活に飲み水は欠かせません。重竹の集

落では、長良川などの自然の川水や掘井戸を水源

としていたと考えられま

す。常滑焼の大甕は、水

甕として利用された可能

性があります。石組みの

井戸とは20ｍ程の距離

ですので、井戸から汲み

上げた水を大甕に溜め

たことが推測できます。

お
お

　

  

や

　
　し
き

大
屋
敷
遺
跡 
（
志
津
野
）

塔
の
山
遺
跡 

（
武
芸
川
町
谷
口
）

　
大
小
二
個
体
の
壺
は
、
昭
和
四
〇
年
（
一
九

六
五
）
頃
、
武
芸
川
町
谷
口
金
屋
の
山
中
で
出

土
し
た
も
の
で
、
武
芸
小
学
校
辺
り
で
は
、こ

の
種
の
壺
が
多
く
出
土
し
た
と
い
う
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
発
掘
時
に
立
ち
会
っ
た
武
芸
小
学
校
の
教

員
が
資
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
大
切
に

保
管
し
て
い
ま
し
た
。
壺
は
肩
部
四
ヶ
所
に

耳
が
付
い
た
灰
釉
の
四
耳
壺
で
、
鎌
倉
時
代

前
半
で
す
。
口
縁
部
を
意
図
的
に
割
り
、
ま
た

底
部
に
小
穴
を
開
け
て
い
ま
す
。

　
各
地
の
中
世
墓
の
出
土
例
と
同
じ
特
徴
を

持
つ
の
で
、
火
葬
人
骨
を
納
め
た
骨
壺
と
し

て
、
山
中
に
埋
葬
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ふ
る 

ま
ち

と
う

　
　 や
ま

古
町
遺
跡 

（
平
和
通
四
丁
目
）

　
安
桜
山
と
津
保
川
に
挟
ま
れ
た
台
地
上
に
あ
り
ま

す
。
東
側
に
は
関
川
が
南
流
し
、
対
岸
に
は
中
世
に
関
鍛

冶
職
の
惣
氏
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
た
春
日
神
社
が
所

在
し
ま
す
。

　
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
整
備
事
業
に
伴
う
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
、
炉
跡
や
焼
土
を
含
む
土
坑
が
多
数
重

な
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
炉
の
底
に
溜
ま
っ
て
出
来

る
椀
型
滓
が
合
計
一
六
〇
㎏
出
土
し
、
フ
イ
ゴ
の
羽
口

や
鍛
錬
の
際
、
飛
散
し
た
鍛
造
剥
片
や
空
気
中
で
冷
や

さ
れ
て
で
き
る
粒
状
滓
も
検
出
で
き
ま
し
た
。
古
町
遺

跡
で
は
鉄
を
溶
か
す
作
業
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
、
短
刀

も
出
土
し
た
こ
と
か
ら
刀
鍛
冶
も
行
わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
一
四
～
一
七
世
紀
の
陶
磁
器
等
が
一
七
〇
〇
〇
点
以
上

小鍛冶復元図

多量に出土した椀型滓

底部穿孔 灰釉四耳壺

出
土
し
、
長
期
間
に
亘
る
人
々
の
営
み
が
確
認
で
き
、
関
村
絵
図
に
描
か

れ
た
旧
道
に
面
し
て
町
並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

　
関
鍛
冶
の
成
立
期
（
応
永
期
）
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
関
鍛
冶
の
起
源

や
中
世
関
町
を
探
る
上
で
重
要
な
遺
跡
で
す
。

〜
関
鍛
冶
発
祥
の
地
〜

上：合子（ふた・身）

下：「□家合子記」銘

合子（ごうす）出土

し
げ
た
け

重
竹
遺
跡 

（
下
有
知
）

　
長
良
川
左
岸
の
扇
状
地
か
ら
中
位
段
丘
に
か
け
て
広
が
る
広
大
な
遺

跡
で
す
。
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
に
行
わ
れ
た
東
海
北
陸
自
動
車
道

（
長
良
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
下
り
）
の
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
は
、
室

町
時
代
の
鍛
冶
屋
敷
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
約
四
〇
ｍ
四
方
を
小
石
混
じ
り
の
土
塁
で
囲
み
、
南
側
に
は
門
が
あ

り
ま
す
。
門
を
く
ぐ
る
と
左
手
に
建
物
が
あ
り
、
建
物
内
に
は
真
っ
赤
に

焼
け
た
火
床
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
火
床
か
ら
は
フ
イ
ゴ
の
羽
口
や

焼
土
、
木
炭
、
鉄
滓
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
鉄
製
品
の
鍛
造
（
赤
く

熱
し
た
鉄
を
打
ち
叩
き
、
道
具
を
作
り
出
す
こ
と
）
を
行
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
屋
敷
内
で
は
、
多
量
の
砥
石
の
他
、
瀬
戸
や
美
濃
の
焼
物
、
か
わ
ら
け
、

中
国
陶
磁
器
、
銅
銭
、
火
打
金
な
ど
多
種
多
様
な
生
活
品
が
出
土
し
ま
し

た
。

　
調
査
地
点
近
く
に
「
兼
定
」
の
小
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
鍛
冶
職
を

代
表
す
る
二
代
兼
定
の
屋
敷
跡
と
す
る
意
見
が
あ
り
ま
す
。

鍛冶屋敷跡出土品

鍛冶屋敷跡全景

〜
鍛
冶
屋
敷
跡
〜

　
板
取
字
下
街
道
（
田
口
地
区
）
に
あ

り
、
板
取
川
と
急
峻
な
岩
山
に
挟
ま

れ
た
段
丘
上
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

　
市
道
の
改
良
工
事
に
伴
い
、
発
掘

調
査
し
た
結
果
、
直
径
六
〇
㎝
以
上

の
大
形
の
柱
穴
が
等
間
隔
で
並
ぶ
掘

立
柱
建
物
を
発
見
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
温
に
よ
り
地
面
が
真
っ

赤
に
被
熱
し
た
炉
跡
が
並
列
し
て
見

つ
か
り
ま
し
た
。
下
層
か
ら
中
世
の

陶
器
片
が
数
点
出
土
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
時
期
は
中
世
以
降
で
す
。

　
北
西
の
山
裾
に
は
田
口
城
跡
が
あ

り
、
中
世
期
に
田
口
地
区
の
活
動
が
活

発
に
な
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
ま
す
。

出土遺物 掘立柱建物

　
富
野
中
学
校
の
南
約
一
〇
〇
ｍ
に
位
置

し
ま
す
。
津
保
川
の
支
流
の
小
野
川
に
向

か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
東
向
き
斜
面

に
立
地
し
て
お
り
、
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇

九
）
の
第
一
次
か
ら
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
の

第
四
次
調
査
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
二
次
調
査
で
は
、
奈
良
時
代
の
竪
穴
建

物
五
軒
の
他
、
中
世
の
掘
立
柱
建
物
、
ピ
ッ

ト
列
、
土
坑
群
を
発
見
し
ま
し
た
。
掘
立
柱

建
物
は
二×

二
間
以
上
の
南
北
棟
で
調
査

区
外
に
数
棟
、
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
土
坑
は
方
形
で
、
列
状
に
並
ぶ
特
徴

か
ら
墓
穴
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
津
保
川
の
谷
筋
か
ら
長
良
川
へ
通
じ
る

道
沿
い
の
小
集
落
と
言
え
ま
す
。

出土遺物 遺跡全景

　
昭
和
五
七
年
度
の
東
海
北
陸
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発

掘
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
直
径
約
八
ｍ
の
円
形
の
掘
り
方
を
有
し
、
中
央
や
や
北

西
寄
り
に
ほ
ぼ
正
方
形
に
川
原
石
を
組
ん
で
井
戸
枠
と
し

て
い
ま
す
。
一
辺
約
一
・
一
ｍ
あ
り
、
深
さ
は
四
・
七
ｍ
以
上

で
す
。

　
当
区
域
の
基
盤
は
礫
層
で
、
狭

い
掘
り
方
で
は
地
下
水
脈
に
達

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
大

規
模
な
掘
り
方
を
必
要
と
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
出
土
遺
物
の
特
徴
か
ら
一
三

世
紀
後
葉
か
ら
一
六
世
紀
初
頭

ま
で
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

重
竹
遺
跡 

B
地
点
の
井
戸

　
長
さ
一
・
四
三
ｍ
、
幅
〇
・
七
六
ｍ
の
長
方
形
の
墓
穴
で
、
偏
平
な

円
礫
を
並
べ
て
い
ま
す
。
石
の
下
か
ら
は
山
茶
碗
や
山
皿
の
他
、
蓋

付
き
の
合
子
（
容
器
）
が
出
土
し
ま
し
た
。

完
形
で
、
底
部
外
面
に
は
「
□
家
合
子
記
」

の
銘
が
あ
り
ま
す
。
合
子
の
内
部
に
は
、

青
磁
の
破
片
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
墓
穴
の
周
囲
は
大
型
の
円
礫
で
区
画

し
て
お
り
、
土
盛
り
が
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
重
竹
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
墓
穴
は
大

半
が
素
掘
り
の
穴
で
、
副
葬
品
は
無
い
こ

と
が
多
い
で
す
。

　
少
な
く
と
も
庶
民
の
墓
で
は
な
く
、
領

主
な
ど
の
地
域
を
治
め
た
人
物
の
墓
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

重
竹
遺
跡 

A
地
点
九
九
号
墓
穴

井戸跡

 ３

 ４

 ５

 ６

 ７

 ８

 ９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

原

始

古

代

中

世

近

世

近

・
現
代令和

平成

昭和

大正

江戸

室町

鎌倉

平安

奈良

古墳

弥生

旧石器

縄文

(飛鳥）

南北朝

安土桃山

明治

世
紀

時
代

常滑焼の大甕

中
世
（
鎌
倉
〜
安
土
桃
山
時
代
）

24 23



は

　
　せ

　

  

で
ら

　ち
ょ
う

長
谷
寺
町
遺
跡 

（
長
谷
寺
町
）

　
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
、
国
指
定
重
要

文
化
財
の
新
長
谷
寺
の
防
災
設
備
事
業
に

伴
う
工
事
立
会
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
堂
北
側
の
防
火
水
槽
の
撤
去
・
新
設
工

事
に
立
ち
会
っ
た
際
、
遺
物
が
出
土
し
た
た

め
、
一
時
工
事
を
中
断
し
、
寺
側
と
協
議
後
、

記
録
保
存
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
調
査
区
の
東
西
壁
沿
い
で

土
師
器
皿
を
多
量
に
含
む
土
坑
を
発
見
し

ま
し
た
。
平
面
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
二
基
の
土
坑
は
埋
土
や
位
置
関
係
か

ら
同
一
の
遺
構
で
、
東
西
方
向
の
溝
の
可
能

性
が
高
く
、
寺
域
の
北
限
を
示
す
成
果
と
し

て
興
味
深
い
で
す
。

出土遺物 遺構写真

重竹B地点出土の
常滑焼きの大甕

つ 
 

い 

た
に

き
た

津
井
谷
北
遺
跡 

（
板
取
田
口
）

　重竹遺跡Ｂ地点の調査は、昭和55年（1980）度に

土地改良工事に伴い実施され、57年（1982）度には

東海北陸自動車道の建設に伴う発掘調査が行わ

れました。二次に亘る発掘調査により、古墳時代

後期から奈良時代の竪穴建物77棟、掘立柱建物４

棟や中世の屋敷・溝・土坑群が発見されました。

　中世の遺構は調査区全域で無数に見つかり、出

土遺物の量も膨大です。

　調査区北部では、南北に庇（ひさし）が付く掘立

柱建物を中心に建物群が口の字形に配置されてお

り、屋敷地を形成しています。その中の竪穴状遺

構から出土したのが、常滑焼の大甕です。

　数十点に及ぶ破片を接合した結果、口径50cm、

高さ78㎝以上となりました。底部は失われていまし

たが、全形を復元できる土器としては市内で最大

です。

　毎日の生活に飲み水は欠かせません。重竹の集

落では、長良川などの自然の川水や掘井戸を水源

としていたと考えられま

す。常滑焼の大甕は、水

甕として利用された可能

性があります。石組みの

井戸とは20ｍ程の距離

ですので、井戸から汲み

上げた水を大甕に溜め

たことが推測できます。

お
お

　

  

や

　
　し
き

大
屋
敷
遺
跡 

（
志
津
野
）

塔
の
山
遺
跡 

（
武
芸
川
町
谷
口
）

　
大
小
二
個
体
の
壺
は
、
昭
和
四
〇
年
（
一
九

六
五
）
頃
、
武
芸
川
町
谷
口
金
屋
の
山
中
で
出

土
し
た
も
の
で
、
武
芸
小
学
校
辺
り
で
は
、こ

の
種
の
壺
が
多
く
出
土
し
た
と
い
う
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
発
掘
時
に
立
ち
会
っ
た
武
芸
小
学
校
の
教

員
が
資
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
大
切
に

保
管
し
て
い
ま
し
た
。
壺
は
肩
部
四
ヶ
所
に

耳
が
付
い
た
灰
釉
の
四
耳
壺
で
、
鎌
倉
時
代

前
半
で
す
。
口
縁
部
を
意
図
的
に
割
り
、
ま
た

底
部
に
小
穴
を
開
け
て
い
ま
す
。

　
各
地
の
中
世
墓
の
出
土
例
と
同
じ
特
徴
を

持
つ
の
で
、
火
葬
人
骨
を
納
め
た
骨
壺
と
し

て
、
山
中
に
埋
葬
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ふ
る 

ま
ち

と
う

　
　 や
ま

古
町
遺
跡 

（
平
和
通
四
丁
目
）

　
安
桜
山
と
津
保
川
に
挟
ま
れ
た
台
地
上
に
あ
り
ま

す
。
東
側
に
は
関
川
が
南
流
し
、
対
岸
に
は
中
世
に
関
鍛

冶
職
の
惣
氏
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
た
春
日
神
社
が
所

在
し
ま
す
。

　
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
整
備
事
業
に
伴
う
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
、
炉
跡
や
焼
土
を
含
む
土
坑
が
多
数
重

な
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
炉
の
底
に
溜
ま
っ
て
出
来

る
椀
型
滓
が
合
計
一
六
〇
㎏
出
土
し
、
フ
イ
ゴ
の
羽
口

や
鍛
錬
の
際
、
飛
散
し
た
鍛
造
剥
片
や
空
気
中
で
冷
や

さ
れ
て
で
き
る
粒
状
滓
も
検
出
で
き
ま
し
た
。
古
町
遺

跡
で
は
鉄
を
溶
か
す
作
業
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
、
短
刀

も
出
土
し
た
こ
と
か
ら
刀
鍛
冶
も
行
わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
一
四
～
一
七
世
紀
の
陶
磁
器
等
が
一
七
〇
〇
〇
点
以
上

小鍛冶復元図

多量に出土した椀型滓

底部穿孔 灰釉四耳壺

出
土
し
、
長
期
間
に
亘
る
人
々
の
営
み
が
確
認
で
き
、
関
村
絵
図
に
描
か

れ
た
旧
道
に
面
し
て
町
並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

　
関
鍛
冶
の
成
立
期
（
応
永
期
）
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
関
鍛
冶
の
起
源

や
中
世
関
町
を
探
る
上
で
重
要
な
遺
跡
で
す
。

〜
関
鍛
冶
発
祥
の
地
〜

上：合子（ふた・身）

下：「□家合子記」銘

合子（ごうす）出土

し
げ
た
け

重
竹
遺
跡 

（
下
有
知
）

　
長
良
川
左
岸
の
扇
状
地
か
ら
中
位
段
丘
に
か
け
て
広
が
る
広
大
な
遺

跡
で
す
。
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
に
行
わ
れ
た
東
海
北
陸
自
動
車
道

（
長
良
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
下
り
）
の
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
は
、
室

町
時
代
の
鍛
冶
屋
敷
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
約
四
〇
ｍ
四
方
を
小
石
混
じ
り
の
土
塁
で
囲
み
、
南
側
に
は
門
が
あ

り
ま
す
。
門
を
く
ぐ
る
と
左
手
に
建
物
が
あ
り
、
建
物
内
に
は
真
っ
赤
に

焼
け
た
火
床
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
火
床
か
ら
は
フ
イ
ゴ
の
羽
口
や

焼
土
、
木
炭
、
鉄
滓
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
鉄
製
品
の
鍛
造
（
赤
く

熱
し
た
鉄
を
打
ち
叩
き
、
道
具
を
作
り
出
す
こ
と
）
を
行
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
屋
敷
内
で
は
、
多
量
の
砥
石
の
他
、
瀬
戸
や
美
濃
の
焼
物
、
か
わ
ら
け
、

中
国
陶
磁
器
、
銅
銭
、
火
打
金
な
ど
多
種
多
様
な
生
活
品
が
出
土
し
ま
し

た
。

　
調
査
地
点
近
く
に
「
兼
定
」
の
小
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
鍛
冶
職
を

代
表
す
る
二
代
兼
定
の
屋
敷
跡
と
す
る
意
見
が
あ
り
ま
す
。

鍛冶屋敷跡出土品

鍛冶屋敷跡全景

〜
鍛
冶
屋
敷
跡
〜

　
板
取
字
下
街
道
（
田
口
地
区
）
に
あ

り
、
板
取
川
と
急
峻
な
岩
山
に
挟
ま

れ
た
段
丘
上
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

　
市
道
の
改
良
工
事
に
伴
い
、
発
掘

調
査
し
た
結
果
、
直
径
六
〇
㎝
以
上

の
大
形
の
柱
穴
が
等
間
隔
で
並
ぶ
掘

立
柱
建
物
を
発
見
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
温
に
よ
り
地
面
が
真
っ

赤
に
被
熱
し
た
炉
跡
が
並
列
し
て
見

つ
か
り
ま
し
た
。
下
層
か
ら
中
世
の

陶
器
片
が
数
点
出
土
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
時
期
は
中
世
以
降
で
す
。

　
北
西
の
山
裾
に
は
田
口
城
跡
が
あ

り
、
中
世
期
に
田
口
地
区
の
活
動
が
活

発
に
な
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
ま
す
。

出土遺物 掘立柱建物

　
富
野
中
学
校
の
南
約
一
〇
〇
ｍ
に
位
置

し
ま
す
。
津
保
川
の
支
流
の
小
野
川
に
向

か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
東
向
き
斜
面

に
立
地
し
て
お
り
、
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇

九
）
の
第
一
次
か
ら
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
の

第
四
次
調
査
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
二
次
調
査
で
は
、
奈
良
時
代
の
竪
穴
建

物
五
軒
の
他
、
中
世
の
掘
立
柱
建
物
、
ピ
ッ

ト
列
、
土
坑
群
を
発
見
し
ま
し
た
。
掘
立
柱

建
物
は
二×

二
間
以
上
の
南
北
棟
で
調
査

区
外
に
数
棟
、
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
土
坑
は
方
形
で
、
列
状
に
並
ぶ
特
徴

か
ら
墓
穴
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
津
保
川
の
谷
筋
か
ら
長
良
川
へ
通
じ
る

道
沿
い
の
小
集
落
と
言
え
ま
す
。

出土遺物 遺跡全景

　
昭
和
五
七
年
度
の
東
海
北
陸
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発

掘
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
直
径
約
八
ｍ
の
円
形
の
掘
り
方
を
有
し
、
中
央
や
や
北

西
寄
り
に
ほ
ぼ
正
方
形
に
川
原
石
を
組
ん
で
井
戸
枠
と
し

て
い
ま
す
。
一
辺
約
一
・
一
ｍ
あ
り
、
深
さ
は
四
・
七
ｍ
以
上

で
す
。

　
当
区
域
の
基
盤
は
礫
層
で
、
狭

い
掘
り
方
で
は
地
下
水
脈
に
達

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
大

規
模
な
掘
り
方
を
必
要
と
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
出
土
遺
物
の
特
徴
か
ら
一
三

世
紀
後
葉
か
ら
一
六
世
紀
初
頭

ま
で
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

重
竹
遺
跡 

B
地
点
の
井
戸

　
長
さ
一
・
四
三
ｍ
、
幅
〇
・
七
六
ｍ
の
長
方
形
の
墓
穴
で
、
偏
平
な

円
礫
を
並
べ
て
い
ま
す
。
石
の
下
か
ら
は
山
茶
碗
や
山
皿
の
他
、
蓋

付
き
の
合
子
（
容
器
）
が
出
土
し
ま
し
た
。

完
形
で
、
底
部
外
面
に
は
「
□
家
合
子
記
」

の
銘
が
あ
り
ま
す
。
合
子
の
内
部
に
は
、

青
磁
の
破
片
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
墓
穴
の
周
囲
は
大
型
の
円
礫
で
区
画

し
て
お
り
、
土
盛
り
が
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
重
竹
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
墓
穴
は
大

半
が
素
掘
り
の
穴
で
、
副
葬
品
は
無
い
こ

と
が
多
い
で
す
。

　
少
な
く
と
も
庶
民
の
墓
で
は
な
く
、
領

主
な
ど
の
地
域
を
治
め
た
人
物
の
墓
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

重
竹
遺
跡 

A
地
点
九
九
号
墓
穴

井戸跡

 ３

 ４

 ５

 ６

 ７

 ８

 ９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

原

始

古

代

中

世

近

世

近

・
現
代令和

平成

昭和

大正

江戸

室町

鎌倉

平安

奈良

古墳

弥生

旧石器

縄文

(飛鳥）

南北朝

安土桃山

明治

世
紀

時
代

常滑焼の大甕

中
世
（
鎌
倉
〜
安
土
桃
山
時
代
）

24



(S=1/300,000)

0 8㎞

近世の遺跡（関市）
〔令和２年９月現在　岐阜県遺跡地図登録分〕

※ 「滅失」となった遺跡も含む

= 関市役所◎

※　遺跡名は、 図録や展示で紹介している遺跡のみ表示しています。
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● 古町遺跡

笠屋石塚遺跡

大杉西遺跡

十六所古窯跡

◎

関村絵図 （貞享３<1686 年 >）

　安桜山（北側）と津保川（南
側）に挟まれた平地に幅広の
方格地割が描かれ、町の繁栄
が窺えます。
　郡上や東国への道など各
地を結ぶ重要な街道も描か
れ、関が交通の要衝であった
ことが分かります。

じ
ゅ
う
ろ
く
せ
ん

　こ

　よ
う

十
六
所
古
窯
跡 

（
十
六
所
）

開墾塚とは？

焼成室

出土品

　
市
街
地
の
西
南
部
に
あ
る
独
立
丘
陵
の
十
六
所
山
の
南
東

向
き
斜
面
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
、
開

発
に
伴
う
踏
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
発
見
し
た
遺
構
は
、
江
戸
時
代
の
有
段
連
房
式
登
窯
で
す
。

関
市
内
で
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
窯
業
生
産
地
が

二
ケ
所
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
窯
跡
と
し
て
は
、
十
六

所
古
窯
が
唯
一
で
す
。

　
残
存
状
態
は
あ
ま
り
良
好
で
は
な
く
、
製
品
を
焼
き
上
げ

る
焼
成
室
四
房
を
検
出
し
ま
し
た
。
窯
の
天
井
や
側
壁
は
削

平
さ
れ
て
お
り
、
焚
口
や
燃
焼
室
は
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
焼
成
室
は
幅
に
対
し
て
奥
行
き
が
短
い
長
方
形
を
し
て
お

り
、
上
段
ほ
ど
奥
行
き
が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
焼
成
室
の
境
に
は
段
差
が
あ
り
、
炎
が
上
方
に
立
ち
上

が
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
陶
製
の
円
柱
を
二
段

重
ね
て
分
炎
柱
と
し
、
幅
二
〇
㎝
の
通
炎
孔
を
六
ヶ
所
設
け

て
い
ま
す
。
窯
や
灰
原
（
灰
・
炭
や
失
敗
品
を
廃
棄
し
た
場
所
）

か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
碗
、
皿
、
香
炉
、
線
香
立
、
擂
鉢
な

ど
の
製
品
と
窯
道
具
が
あ
わ
せ
て
五
六
〇
〇
点
以
上
出
土
し

ま
し
た
。

　
窯
の
性
格
と
し
て
は
、
関
村
を
治
め
た
領
主
大
島
家
の
御

用
窯
と
す
る
意
見
が
あ
り
ま
す
。

し
げ
た
け

重
竹
遺
跡

　寺
下
地
区 

（
下
有
知
）

　
長
良
川
左
岸
の
扇
状
地
か
ら
中
位
段
丘
に
か
け
て
広
が

る
縄
文
時
代
中
期
か
ら
江
戸
時
代
の
複
合
遺
跡
で
す
。

　
国
道
沿
い
の
寺
下
地
区
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
区
画
溝

を
伴
う
共
同
墓
地
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
二
三
号
墓
穴
（
土
葬
墓
）
は
長
さ
一
・
一
五
ｍ
で
、
長
方
形

を
呈
す
る
木
棺
の
痕
跡
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
木
棺
の
北
端

に
は
Ｕ
字
形
に
並
ん
だ
歯
と
寛
永
通
宝
を
含
む
銅
銭
（
三
途

の
川
の
渡
し
賃
）
七
枚
が
出
土
し
ま
し
た
。
遺
体
の
頭
部
付

近
に
添
え
置
か
れ
た
よ
う
で
す
。

　
一
四
号
墓
穴
（
火
葬
墓
）
は
長
さ
八
〇
㎝
、
幅
六
〇
㎝
あ

り
、
墓
穴
の
中
に
隅
丸
方
形
の
木
製
容
器
の
痕
跡
を
発
見
し

ま
し
た
。
底
板
の
一
部
が
残
っ
て
お
り
、
灰
で
覆
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
灰
を
除
く
と
歯
二
点
と
寛
永
通
宝
な
ど
の
銅
銭
が

七
枚
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
寺
下
の
墓
地
全
体
で
は
、
寛
永
通
宝
な
ど
の
銅
銭
が
合
計

　数年前まで鋳物師屋の字笠屋には、階段状の

地形を利用して、肥田瀬用水から取水した不整

形な水田が広範囲に広がっていました。その中

に段丘礫を積み上げた石塚４基が存在してい

ました。

　土地区画整理事業に伴い、笠屋石塚の断ち割

り調査を行った結果、田んぼの敷き下げをした

時の土や石を積み上げた小山（開墾塚）であるこ

とがわかりました。また、３回にわたる盛り土が

確認できました。１回目は14世紀の開田時、２回

目は最も標高が高い区域の大規模開発が行われ

た時で、その土層から須恵器が出土したことか

ら、古代集落の存在が判明しました。３回目は近

世の小規模な耕地改良時の盛土です。

　笠屋石塚は地域の水田開発の歴史と古代集

落の存在を記憶していたのです。

　普段見慣れた田んぼや水路などの田園風景

の中に地域の歴史が刻み込まれていることを

笠屋石塚遺跡の開墾塚は、我々に教えてくれた

のです。

鋳物師屋の水田地帯

14号墓穴（火葬墓）

寺下地区　出土品笠屋石塚 3号

六
五
枚
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
副
葬
品
と
し
て
火
打
金

な
ど
の
道
具
、
生
前
、
故
人
が
愛
用
し
て
い
た
小
型
の
角
形
鏡

や
金
銅
製
の
合
子
（
容
器
）
が
遺
体
の
そ
ば
に
添
え
置
か
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

 ３

 ４

 ５

 ６

 ７

 ８

 ９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

原

始

古

代

中

世

近

世

近

・
現
代令和

平成

昭和

大正

江戸

室町

鎌倉

平安

奈良

古墳

弥生

旧石器

縄文

(飛鳥）

南北朝

安土桃山

明治

世
紀

時
代

重竹遺跡

　
日
本
の
近
世
は
、
武
家
政
権
に
よ
る
統
一
支
配
が
特
徴
で
す
。
織
田

信
長
や
豊
臣
秀
吉
の
政
権
を
中
央
政
権
と
し
て
近
世
に
含
め
る
学
説

も
あ
り
ま
す
が
、
主
に
江
戸
時
代
と
す
る
考
え
方
が
一
般
的
で
す
。

　
江
戸
時
代
は
、
徳
川
家
康
が
関
ヶ
原
の
戦
い
に
勝
利
し
、
征
夷
大

将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
一
六
〇
三
（
慶
長
八
）
年
か
ら
第
一
五
代
将
軍

慶
喜
が
大
政
を
奉
還
し
、
将
軍
職
を
辞
し
た
一
八
六
七
（
慶
応
三
）

年
に
至
る
二
六
五
年
間
を
指
し
ま
す
。

　
江
戸
幕
府
は
、
徳
川
家
の
居
城
と
な
っ
た
江
戸
城
を
中
心
に
幕
府

と
藩
に
よ
る
支
配
体
制
を
整
備
し
、
全
国
の
土
地
・
人
民
を
支
配
・
統

治
し
ま
し
た
。
徳
川
家
に
よ
る
強
力
な
領
主
権
に
よ
り
、
二
六
〇
年
以

上
に
わ
た
る
長
期
安
定
政
権
が
確
立
さ
れ
、
戦
の
な
い
安
定
し
た
社

会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
幕
府
や
藩
は
、
士
農
工
商
と
い
う
身
分
制
度
を
定
め
ま
し
た
。
経
済

的
に
は
、
農
業
生
産
が
基
盤
で
あ
っ
た
の
で
、
財
政
の
安
定
を
求
め
て

治
水
工
事
を
進
め
、
新
田
開
発
に
よ
る
耕
地
拡
大
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
七
世
紀
以
降
、
農
業
生
産
力
は
飛
躍
的
に
進
展
し
ま

し
た
。
農
業
以
外
の
林
業
や
漁
業
、
鉱
業
な
ど
の
産
業
も
発
展
し
、
経

済
的
に
先
進
地
域
で
あ
っ
た
畿
内
で
は
、
手
工
業
生
産
が
大
い
に
栄

え
ま
し
た
。
幕
府
は
早
く
か
ら
全
国
統
治
の
た
め
に
東
海
道
、
中
山
道

な
ど
の
五
街
道
を
幕
府
直
轄
の
主
要
街
道
と
し
て
整
備
し
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
、
城
下
町
や
港
町
な
ど
を
中
心
と
す
る
地
域
経
済
圏
は

全
国
的
規
模
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
人
や
物
の
流
れ
が
活
発
に
な
る
中
で
江
戸
、
大
坂
、
京
都
を
中
心
に

各
地
に
城
下
町
、
港
町
、
宿
場
町
、
門
前
町
な
ど
様
々
な
性
格
の
都
市

が
生
ま
れ
、
繁
栄
し
ま
し
た
。

　
遺
跡
地
図
に
登
録
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
遺
跡
は
、

関
地
域
を
中
心
に
武
芸
川
・
板
取
・
上
之
保
に
ご
く

少
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
発
掘
調
査
例
と
し
て
は
、
関
地
域
の
重
竹
遺

跡
、
十
六
所
古
窯
跡
、
大
杉
西
遺
跡
、
笠
屋
石
塚
遺

跡
、
古
町
遺
跡
で
す
。
大
半
の
遺
跡
は
、
発
掘
調
査

が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
不
明
で
す
。

　
前
代
の
中
世
に
比
べ
て
、
遺
跡
数
が
少
な
い
の

は
、
人
々
の
暮
ら
し
の
活
動
が
無
か
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
江
戸
時
代
の
遺
跡
数
が
少
な
い
の
は
、
江
戸
時
代

の
集
落
の
立
地
が
現
代
の
町
と
重
な
る
こ
と
が
多

く
、
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
固
有
の
特
徴
的
な
遺
跡
で
な
け
れ

ば
、
調
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
最
も
身
近
な
時
代
が
江
戸
時
代

で
あ
り
、
我
々
が
見
慣
れ
た
水
田
や
水
路
な
ど
に
地

域
の
歴
史
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

関
市
の
江
戸
時
代

近
世
（
江
戸
時
代
）

江
戸
幕
府
と
泰
平
の
世
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近世の遺跡（関市）
〔令和２年９月現在　岐阜県遺跡地図登録分〕

※ 「滅失」となった遺跡も含む

= 関市役所◎

※　遺跡名は、 図録や展示で紹介している遺跡のみ表示しています。
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● 古町遺跡

笠屋石塚遺跡

大杉西遺跡

十六所古窯跡

◎

関村絵図 （貞享３<1686 年 >）

　安桜山（北側）と津保川（南
側）に挟まれた平地に幅広の
方格地割が描かれ、町の繁栄
が窺えます。
　郡上や東国への道など各
地を結ぶ重要な街道も描か
れ、関が交通の要衝であった
ことが分かります。

じ
ゅ
う
ろ
く
せ
ん

　こ

　よ
う

十
六
所
古
窯
跡 

（
十
六
所
）

開墾塚とは？

焼成室

出土品

　
市
街
地
の
西
南
部
に
あ
る
独
立
丘
陵
の
十
六
所
山
の
南
東

向
き
斜
面
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
、
開

発
に
伴
う
踏
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
発
見
し
た
遺
構
は
、
江
戸
時
代
の
有
段
連
房
式
登
窯
で
す
。

関
市
内
で
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
窯
業
生
産
地
が

二
ケ
所
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
窯
跡
と
し
て
は
、
十
六

所
古
窯
が
唯
一
で
す
。

　
残
存
状
態
は
あ
ま
り
良
好
で
は
な
く
、
製
品
を
焼
き
上
げ

る
焼
成
室
四
房
を
検
出
し
ま
し
た
。
窯
の
天
井
や
側
壁
は
削

平
さ
れ
て
お
り
、
焚
口
や
燃
焼
室
は
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
焼
成
室
は
幅
に
対
し
て
奥
行
き
が
短
い
長
方
形
を
し
て
お

り
、
上
段
ほ
ど
奥
行
き
が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
焼
成
室
の
境
に
は
段
差
が
あ
り
、
炎
が
上
方
に
立
ち
上

が
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
陶
製
の
円
柱
を
二
段

重
ね
て
分
炎
柱
と
し
、
幅
二
〇
㎝
の
通
炎
孔
を
六
ヶ
所
設
け

て
い
ま
す
。
窯
や
灰
原
（
灰
・
炭
や
失
敗
品
を
廃
棄
し
た
場
所
）

か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
碗
、
皿
、
香
炉
、
線
香
立
、
擂
鉢
な

ど
の
製
品
と
窯
道
具
が
あ
わ
せ
て
五
六
〇
〇
点
以
上
出
土
し

ま
し
た
。

　
窯
の
性
格
と
し
て
は
、
関
村
を
治
め
た
領
主
大
島
家
の
御

用
窯
と
す
る
意
見
が
あ
り
ま
す
。

し
げ
た
け

重
竹
遺
跡

　寺
下
地
区 

（
下
有
知
）

　
長
良
川
左
岸
の
扇
状
地
か
ら
中
位
段
丘
に
か
け
て
広
が

る
縄
文
時
代
中
期
か
ら
江
戸
時
代
の
複
合
遺
跡
で
す
。

　
国
道
沿
い
の
寺
下
地
区
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
区
画
溝

を
伴
う
共
同
墓
地
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
二
三
号
墓
穴
（
土
葬
墓
）
は
長
さ
一
・
一
五
ｍ
で
、
長
方
形

を
呈
す
る
木
棺
の
痕
跡
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
木
棺
の
北
端

に
は
Ｕ
字
形
に
並
ん
だ
歯
と
寛
永
通
宝
を
含
む
銅
銭
（
三
途

の
川
の
渡
し
賃
）
七
枚
が
出
土
し
ま
し
た
。
遺
体
の
頭
部
付

近
に
添
え
置
か
れ
た
よ
う
で
す
。

　
一
四
号
墓
穴
（
火
葬
墓
）
は
長
さ
八
〇
㎝
、
幅
六
〇
㎝
あ

り
、
墓
穴
の
中
に
隅
丸
方
形
の
木
製
容
器
の
痕
跡
を
発
見
し

ま
し
た
。
底
板
の
一
部
が
残
っ
て
お
り
、
灰
で
覆
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
灰
を
除
く
と
歯
二
点
と
寛
永
通
宝
な
ど
の
銅
銭
が

七
枚
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
寺
下
の
墓
地
全
体
で
は
、
寛
永
通
宝
な
ど
の
銅
銭
が
合
計

　数年前まで鋳物師屋の字笠屋には、階段状の

地形を利用して、肥田瀬用水から取水した不整

形な水田が広範囲に広がっていました。その中

に段丘礫を積み上げた石塚４基が存在してい

ました。

　土地区画整理事業に伴い、笠屋石塚の断ち割

り調査を行った結果、田んぼの敷き下げをした

時の土や石を積み上げた小山（開墾塚）であるこ

とがわかりました。また、３回にわたる盛り土が

確認できました。１回目は14世紀の開田時、２回

目は最も標高が高い区域の大規模開発が行われ

た時で、その土層から須恵器が出土したことか

ら、古代集落の存在が判明しました。３回目は近

世の小規模な耕地改良時の盛土です。

　笠屋石塚は地域の水田開発の歴史と古代集

落の存在を記憶していたのです。

　普段見慣れた田んぼや水路などの田園風景

の中に地域の歴史が刻み込まれていることを

笠屋石塚遺跡の開墾塚は、我々に教えてくれた

のです。

鋳物師屋の水田地帯

14号墓穴（火葬墓）

寺下地区　出土品笠屋石塚 3号

六
五
枚
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
副
葬
品
と
し
て
火
打
金

な
ど
の
道
具
、
生
前
、
故
人
が
愛
用
し
て
い
た
小
型
の
角
形
鏡

や
金
銅
製
の
合
子
（
容
器
）
が
遺
体
の
そ
ば
に
添
え
置
か
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
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原

始

古

代

中

世

近

世

近

・
現
代令和

平成

昭和

大正

江戸

室町

鎌倉

平安

奈良

古墳

弥生

旧石器

縄文

(飛鳥）

南北朝

安土桃山

明治

世
紀

時
代

重竹遺跡

　
日
本
の
近
世
は
、
武
家
政
権
に
よ
る
統
一
支
配
が
特
徴
で
す
。
織
田

信
長
や
豊
臣
秀
吉
の
政
権
を
中
央
政
権
と
し
て
近
世
に
含
め
る
学
説

も
あ
り
ま
す
が
、
主
に
江
戸
時
代
と
す
る
考
え
方
が
一
般
的
で
す
。

　
江
戸
時
代
は
、
徳
川
家
康
が
関
ヶ
原
の
戦
い
に
勝
利
し
、
征
夷
大

将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
一
六
〇
三
（
慶
長
八
）
年
か
ら
第
一
五
代
将
軍

慶
喜
が
大
政
を
奉
還
し
、
将
軍
職
を
辞
し
た
一
八
六
七
（
慶
応
三
）

年
に
至
る
二
六
五
年
間
を
指
し
ま
す
。

　
江
戸
幕
府
は
、
徳
川
家
の
居
城
と
な
っ
た
江
戸
城
を
中
心
に
幕
府

と
藩
に
よ
る
支
配
体
制
を
整
備
し
、
全
国
の
土
地
・
人
民
を
支
配
・
統

治
し
ま
し
た
。
徳
川
家
に
よ
る
強
力
な
領
主
権
に
よ
り
、
二
六
〇
年
以

上
に
わ
た
る
長
期
安
定
政
権
が
確
立
さ
れ
、
戦
の
な
い
安
定
し
た
社

会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
幕
府
や
藩
は
、
士
農
工
商
と
い
う
身
分
制
度
を
定
め
ま
し
た
。
経
済

的
に
は
、
農
業
生
産
が
基
盤
で
あ
っ
た
の
で
、
財
政
の
安
定
を
求
め
て

治
水
工
事
を
進
め
、
新
田
開
発
に
よ
る
耕
地
拡
大
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
七
世
紀
以
降
、
農
業
生
産
力
は
飛
躍
的
に
進
展
し
ま

し
た
。
農
業
以
外
の
林
業
や
漁
業
、
鉱
業
な
ど
の
産
業
も
発
展
し
、
経

済
的
に
先
進
地
域
で
あ
っ
た
畿
内
で
は
、
手
工
業
生
産
が
大
い
に
栄

え
ま
し
た
。
幕
府
は
早
く
か
ら
全
国
統
治
の
た
め
に
東
海
道
、
中
山
道

な
ど
の
五
街
道
を
幕
府
直
轄
の
主
要
街
道
と
し
て
整
備
し
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
、
城
下
町
や
港
町
な
ど
を
中
心
と
す
る
地
域
経
済
圏
は

全
国
的
規
模
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
人
や
物
の
流
れ
が
活
発
に
な
る
中
で
江
戸
、
大
坂
、
京
都
を
中
心
に

各
地
に
城
下
町
、
港
町
、
宿
場
町
、
門
前
町
な
ど
様
々
な
性
格
の
都
市

が
生
ま
れ
、
繁
栄
し
ま
し
た
。

　
遺
跡
地
図
に
登
録
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
遺
跡
は
、

関
地
域
を
中
心
に
武
芸
川
・
板
取
・
上
之
保
に
ご
く

少
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
発
掘
調
査
例
と
し
て
は
、
関
地
域
の
重
竹
遺

跡
、
十
六
所
古
窯
跡
、
大
杉
西
遺
跡
、
笠
屋
石
塚
遺

跡
、
古
町
遺
跡
で
す
。
大
半
の
遺
跡
は
、
発
掘
調
査

が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
不
明
で
す
。

　
前
代
の
中
世
に
比
べ
て
、
遺
跡
数
が
少
な
い
の

は
、
人
々
の
暮
ら
し
の
活
動
が
無
か
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
江
戸
時
代
の
遺
跡
数
が
少
な
い
の
は
、
江
戸
時
代

の
集
落
の
立
地
が
現
代
の
町
と
重
な
る
こ
と
が
多

く
、
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
固
有
の
特
徴
的
な
遺
跡
で
な
け
れ

ば
、
調
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
最
も
身
近
な
時
代
が
江
戸
時
代

で
あ
り
、
我
々
が
見
慣
れ
た
水
田
や
水
路
な
ど
に
地

域
の
歴
史
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

関
市
の
江
戸
時
代

近
世
（
江
戸
時
代
）

江
戸
幕
府
と
泰
平
の
世
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